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凡例

　本 PDF は『思考心理学３：動物の思考』から文献部分を独立させ
たものである。おおむね底本にならっているが、ネット情報を基にし
て、以下の点で異なる。（大半の文献はネットで何らかの情報が得られたが数
編は不明であった。）
・底本では、論者名は全て大文字で表し、頭文字以外は２ポイント小

さくしている。本ＰＤＦでは、姓のみを底本通り大文字で、名の
部分は頭文字以外は小文字で表す。但し底本では大半が名のイニ
シャルのみであり、判明した者のみ加えた。

・文献に於けるローマ数字は全て、アルファベット I, II, V, i, iv .. で
代用している。

・底本に於ける明らかな誤字などは注記せず訂正した。ネット情報に
よる訂正は、明らかな誤植を除き、青 [] で注記した。

・[]､【】で書かれた部分は全て作成者の追加である。[] の直前の赤字
部分はネットで得られた情報と異なる箇所で [] の中に青字で訂正
を示した。

・論文名が青字斜体であるものはネット上に公開されていることを示
す。その論文名で検索でき、全文が読める。

・底本では同一論者のものも、名前が繰り返されているが、本ＰＤＦ
では "—," で示した。

・文献紙誌の巻号は、ボールドイタリック（4 など）で表記した。
・文献補遺では、論者名と論文名との間にセパレータが入っていなかっ

たが、コンマ「,」を挿入した。
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紙誌略号
略号：フルネーム；紙誌情報の得られるアドレス
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